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BIM仮設ライブラリWG 2021年度 活動報告

2022.6.17 

BIMセミナー

< BIM仮設ライブラリWGの活動報告 >

仮設オブジェクトの標準化(クレーン編)解説

意見交換会・アンケート調査報告

発表者：株式会社 安藤・間 福田 篤 / 株式会社 鴻池組 福 拓也
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BIM仮設ライブラリWG
■ 近年の施工BIM取組における仮設工事適用率

2021年 当BIMセミナーアンケート結果より
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BIM仮設ライブラリWG
■ 2018年から現在に至るまでの活動

◎施工計画BIMの取り組み調査 ◎作成した重機のライブラリ公開

◎団体協業による重機ライブラリ

1年目（2018年度）；現状把握（対応ﾒｰｶｰﾘｽﾄ公開）

1. ライブラリの仕様や活用目的を把握

2. 関連メーカーなどへの聞き取りにより認識を把握

2年目（2019年度）；仕様標準化（仕様標準化確定）

1. ライブラリ仕様の標準化を検討

2. ライブラリ整備の方針検討

3年目（2020年度）；ライブラリ整備（モデル･資料配布）

1. ライブラリ仕様の標準化配信

2. メーカーと連携してライブラリ整備を開始

日本建設機械工業会 BIMライブラリ
技術研究組合

日本建設業連合会
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施工計画のためにBIMを活用する用途を想定し、
必要となる仮設資機材を中心としたBIMオブジェクトの整備

1.関連メーカーへのBIM対応状況の調査

2.関連メーカーとの意見交換会

3.BIMオブジェクトの属性標準化

4.サンプルモデルの作成・公開

前身の「BIM施工計画SWG」での取組みを引継ぎ、
仮設資機材のBIMオブジェクトに注目して活動を実施

幅広く活動するためにチーム制を導入

BIM仮設ライブラリWG
■ 21年度(2021.4 ー 2022.6)の活動
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BIM仮設ライブラリWG

標準化チーム ４名 情報チーム ４名

⚫ 建機工協業サンプルモデル整備

⚫ クレーンの属性標準化

⚫ 意見交換会

⚫ アンケート調査

２つのチームに分かれて活動
■ 幅広く活動するためチーム制を導入
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仮設オブジェクトの公開 2022.5公開

日本建設機械工業会と協業して作成したサンプルモデル

• 専門メーカーによる高い技術力と信頼性
• 操作性、汎用性などのユーザービリティ

株式会社タダノ 株式会社加藤製作所 コベルコ建機株式会社 日本車輛製造株式会社

標準化チーム報告
■ 活動内容の報告

日本建設機械工業会 日本建設業連合会

業界・メーカー各社が横並びで自らがBIMオブジェクトを整備いただく社会へ
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仮設オブジェクトの公開 2022.5公開

日本建設機械工業会と協業して作成したサンプルモデル

標準化チーム報告
■ 活動内容の報告

下記日建連ホームページよりダウンロード頂けます

https://www.nikkenren.com/kenchiku/bim/report.html

格納成果物

1. 各社重機ライブラリ(Revit)

2. 利用注意事項などのメーカ補足資料
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仮設オブジェクトの属性標準化 2022.6公開

日本の建設業界としての仮設オブジェクトの属性標準化を行い、BIM活用の効率化を図る

前身BIM施工計画SWG：移動式クレーンを対象にライブラリの標準化

仮設ライブラリWG

・ホイールクレーン、クローラークレーン、タワークレーンを対象に属性情報の標準化

標準化チーム報告
■ 活動内容の報告
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３種類の属性区分

■BLCJ管理情報

■BOS General管理情報

■メーカー・ゼネコン管理情報

標準化チーム報告
■ クレーン属性説明

⇒ BLCJ管理情報、BOS General管理情報、

メーカー・ゼネコン管理情報の3種類に大きく区分
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３種類の属性区分

■BLCJ管理情報

標準化チーム報告
■ クレーン属性説明

BLCJのライブラリでBIMオブジェクトを管理するための項目
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３種類の属性区分

■BOS General管理情報

標準化チーム報告
■ クレーン属性説明

「BOS_General」は、当該 BIM オブジェクトの一般的性質で
建設製品とその使用を特定するために必要最小限の情報
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３種類の属性区分

■メーカー・ゼネコン管理情報

標準化チーム報告
■ クレーン属性説明

ライブラリの具体的な固有情報・挙動制御に関する最低限の情報
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標準化チーム報告
■ 活動内容の報告

下記日建連ホームページよりダウンロード頂けます

https://www.nikkenren.com/kenchiku/bim/report.html

格納成果物

1. 属性標準化(クレーン編)概要PDF

2. 標準属性情報リストPDF

3. 寸法説明図版PDF

仮設オブジェクトの属性標準化 2022.6公開
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目的：2021年度時点のBIM定点調査
（対象：施工計画に関わる関係企業）

①関連メーカーとの意見交換会 全4回

23回目「仮設材メーカー・リース会社（くさび式足場）編」
24回目「仮設材メーカー・リース会社（枠組・鉄骨足場）編」
25回目「重仮設会社（山留・構台）編」
26回目「定置式クレーンメーカー編」
※22回以前は前年度まで

②関連メーカーへのBIM対応状況の調査アンケート

実施時期：2021年 9月～10月 （前回実施 2018年）
対象企業数 56社 / 回答企業数 27社

意見交換会全4回、調査アンケート結果の企業一覧は、
日建連HPへ公開しました。

情報チーム報告
■ 活動内容の概要

‣目的と取組み
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‣意見交換会に関する取組

1年目（2018年度）；現状把握（対応ﾒｰｶｰﾘｽﾄ公開）
1.ライブラリの仕様や活用目的を把握
2.関連メーカーなどへの聞き取りにより認識を把握

2年目（2019年度）；使用標準化（仕様標準化確定）
1.ライブラリ仕様の標準化を検討
2.ライブラリ整備の方針検討

3年目（2020年度）；ライブラリ整備
（モデル・資料配布）

1.ライブラリ仕様の標準化配信
2.メーカーと連携してライブラリ整備を開始

4年目（2021年度）；（定点調査）
関連メーカーなどへの聞き取りにより動向の調査・分析

2018.05.23：［第10回］仮設材メーカー・リース会社
編

2018.06.13：［第11回］仮設資機材リース会社編

2018.07.25：［第12回］重機リース会社編

2018.08.22：［第13回］仮設ELVメーカー・リース会
社編

2018.09.26：［第15回］建設資機材リース会社編

2019.03.13：［第19回］移動式クレーンメーカー編

2019.04.10：［第21回］建設機械メーカー編

2019.05.08：［第22回］定置式クレーンメーカー編

2021.11.17：［第23回］仮設材メーカー・リース会社

（くさび式足場）編

2021.12.15：［第24回］仮設材メーカー・リース会社

（枠組・鉄骨足場）編

2022.01.19：［第25回］重仮設会社（山留・構台）編

2022.02.09：［第26回］定置式クレーンメーカー編

情報チーム報告
■ 活動内容の概要
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2018年 2021年

取組頻度 1 約2.5～3倍
※2018年度を1とした場合

内容 足場材の数量積算 物決め、事前検討、干渉チェック

時期 工事計画届の提出前 現場事務所立上げ

やり方 ２D図面合意⇒モデル化 BIMモデル検証⇒打合せに使用

情報チーム報告
■ 活動内容の報告

❏要望・今後について

➣ BIMモデル作成に費用が掛かることへの理解
（ソフトのランニングコスト、人材育成、機材の整備）

➣ 現場職員だけでなく、足場関係業者の打合せ参画
➣ 早い段階で相談してもらうこと

第23回 仮設材メーカー・リース会社（くさび式足場）編

❏各社の取組状況

➣ Revit使用
➣現場にはBIMモデル・2D図面を提供

❏参加企業 ※会社名50音順

・株式会社杉孝 ・株式会社タカミヤ
・株式会社トータル都市整備 ・日建リース工業株式会社

❏ BIMの活用

➣ BIMソフトでモデルを作成⇒2D図面出力
※計画届の実績はない

➣ BIMモデルを活用し、複雑な取り合いの検討会用資料の作成

❏３年前からの変化

‣意見交換会 全4回
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2018年 2021年

取組頻度 1 変化なし～増
※2018年度を1とした場合

内容 足場材の数量積算 事前検討（複雑な箇所取り回し）

使用ソフト ArchiCAD ArchiCAD、Revit

取組み 会社の方針で使用する 現場主導で活用

情報チーム報告
■ 活動内容の報告

❏要望・今後について

➣ BIMモデル作成に費用が掛かることへの理解
（ソフトのランニングコスト、人材育成、機材の整備）

➣ 現場職員だけでなく、足場関係業者の打合せ参画

➣ 早い段階で相談してもらうこと

❏ FABとの連携

➣ FABがRevit対応可であれば連動可能

➣ 足場モデルをFABに提供、干渉チェック行った実績あり

➣ 依頼が来るタイミング早期化
事前検討することが増加、FABとの連携要望が増加傾向

❏３年前からの変化

第24回 仮設材メーカー・リース会社（枠組・鉄骨足場）編

❏各社の取組状況
➣ Revit・ArchiCAD使用
➣ライブラリ整備（使用資機材のモデル化）
➣会社HPにBIMページ開設
➣オブジェクト・ファミリ提供

❏参加企業 ※会社名50音順

・朝日機材株式会社 ・三伸機材株式会社
・日綜産業株式会社

‣意見交換会 全4回
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第25回 重仮設会社（構台・山留等）編

2018年 2021年

取組頻度 1 変化なし～増
※2018年度を1とした場合

内容 仮設材の数量積算 事前検討（複雑な箇所納まり）

使用ソフト ArchiCAD ArchiCAD、Revit

取組み 会社の方針で使用する 現場主導で活用

❏各社の取組状況

➣ Revit・ArchiCAD使用
➣ ARアプリとしてライブラリ整備（使用資機材のモデル化）
➣ オブジェクト・ファミリ提供は個別対応可能

❏要望・今後について

➣ BIMソフトの一元化、 BIM360等のクラウド環境の使用
➣ 依頼の内容のモデルの詳細度LODの整理

➣ モデルの作成協力から受注につながるインセンティブを考慮

した対応方法を検討したい

情報チーム報告
■ 活動内容の報告

❏参加企業 ※会社名50音順

・株式会社エムオーテック ・ジェコス株式会社、
・丸藤シートパイル株式会社

❏３年前からの変化

❏ BIMの活用

➣ 斜梁のような納まりが複雑な個所を部分的にモデル
➣ ゼネコンから提供された躯体モデルとの干渉チェックを

行い、情報共有する。可視化による合意形成。

➣ モデルでの可視化は、自社内の利用でも有効

‣意見交換会 全4回
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❏各社の取組状況
➣ BIMソフト使用は無し
（3DCADとしてAutodesk Inventerを使用）
➣BIMライブラリとしての準備も無い
（機械購入者への個別対応有）

2018年 2021年

取組頻度 1 変化なし～増
※2018年度を1とした場合

内容 機械設計 機械設計のフロントローディング

使用ソフト Autodesk Inventer Autodesk Inventer

取組み 会社の方針で使用する 会社の方針で使用する

❏参加企業 ※会社名50音順

・IHI運搬機械株式会社 ・株式会社小川製作所
・株式会社北川鉄工所

❏要望・今後について

➣ 製作図レベルの3Dモデルの詳細度をグレードダウンできる
ソフトが欲しい

➣ 3Dモデルのグレードダウンをする上での明確な指針・仕様
を提示してほしい

情報チーム報告
■ 活動内容の報告

第26回 定置式クレーンメーカー編

❏３年前からの変化

❏ BIMへの障壁

➣ 現在作成している3Dデータは設計図そのもの
＝技術情報の漏洩に繋がる
⇒漏洩しないようグレードダウンするにも手間暇がかかる

➣ 一般公開するのも営利目的で二次販売される恐れがある
⇒BIMオブジェクトの基準や詳細度が不明瞭

‣意見交換会 全4回
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情報チーム報告
■ 活動内容の報告

‣意見交換会 全4回 まとめ

➣BIMソフトはArchiCAD,Revit の利用率が高い

➣ 全体的にフロントローディングをする動きがみられる

➣BIMモデルを作成するうえでの負担を理解してほしい

➣モデルの一般公開をする上での社外秘情報への対応が課題
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❏アンケート概要

・実施時期
2021年 9月～10月

（前回実施 2018年）

・アンケート対象・回答企業数

回答企業数 27社

対象企業数 56社

情報チーム報告
■ 活動内容の報告

①会社名 ②主な取扱い資機材 ③業務形態

‣関連メーカーへのBIM対応状況の調査アンケート

企業リスト（27社、2ページ）

⑥BIM問合せ先 ⑦導入済のBIMツール

⑧カタログ・CADデータのURL

④BIM導入 ⑤BIMﾗｲﾌﾞﾗﾘ提供可否
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情報チーム報告
■ 活動内容の報告

‣関連メーカーへのBIM対応状況の調査アンケート
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❏3年間での変化について

➣全体的にBIMという言葉の認知度が高くなってきた。

➣ BIM導入、または導入検討をしている企業数が増えている。

➣一方で、BIM導入メリットを見出せていない工種もあり、導入を保留している
企業もある為、利用目的の明確化が必要

➣ LODと実用的なデータ容量のバランス、必要属性、機能の標準化、モデルを
使った関連工種との調整などが不可欠
である事が見えてきた。

情報チーム報告
■ 活動内容の報告

‣関連メーカーへのBIM対応状況の調査アンケート
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https://www.nikkenren.com/kenchiku/bim/report.html

https://www.nikkenren.com/kenchiku/bim/discussion.html

‣公開ページのURL

各種資料は PDFにてダウンロード可能

情報チーム報告
■ HPへの公開

➤アンケート調査成果物

➤意見交換会議事録
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情報チーム報告
■ HPへの公開

➤アンケート調査成果物 https://www.nikkenren.com/kenchiku/bim/report.html
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➤意見交換会議事録

情報チーム報告
■ HPへの公開

https://www.nikkenren.com/kenchiku/bim/discussion.html
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■WGリーダー

染谷 俊介 竹中工務店

■WGサブリーダー

中村 裕介 奥村組

長沼 大輔 大成建設

■オブザーバー

志手 一哉 芝浦工業大学

高橋 暁 国土技術政策総合研究所

寺本 英治 建築保全ｾﾝﾀｰ

平田 昌美 BIMﾗｲﾌﾞﾗﾘ技術研究組合

■WGメンバー

福田 篤 安藤・間

三瓶 亮 鹿島建設

福 拓也 鴻池組

中川 寿也 五洋建設

今泉 大輔 清水建設

芳中 駿 フジタ

竹田 宥一郎 三井住友建設

BIM仮設ライブラリWG
■ WGを通じて

※ ★:BIMセミナー発表者

★

★

BIM仮設ライブラリWG 日建連メンバー10名 ＋ BLCJメンバー4名
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ご清聴ありがとうございました


